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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

合計 3.35 6,794 11,729 11,317

資源循環システム構築事業 11,317
地域循環圏の構築及びごみ減量の推進
産業廃棄物３Ｒ実践講習会、専門研修会の開催
信州リサイクル製品の普及拡大　　等

3.35 6,794 11,729

31年度

（人） （当初） （要求） （予算案）
No 31年度　実施内容（予定）

職員数 30年度
細事業名

予算要求からの主な変更点 “チャレンジ800”ごみ減量推進事業の啓発内容を精査し、経費を減額。

38,459

成果指標
設定理由

①②長野県廃棄物処理計画（第４期）の目標値により算出

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 ・ 意 見 　対　　応

 概算人件費 （Ｃ） 27,142 27,142 27,142 27,142

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 29年度 30年度 31要求 31予算案 指標及びその達成状況

11,729 11,317

 決　　算　　額（B） 3,798

概　算
人　件

費

 職員数（人） 3.35 3.35

 概算事業費（B（A）+C） 30,940 33,936 38,871

3.35 3.35

　その他 1,186 6,261 11,193 10,781

75

　県　債 0 0 0 0
② 産業廃棄物総排出量

4,427千t
（H28）

4,588千ｔ
（H29）

4,361千ｔ
（H30）

① 1人1日当たり一般廃棄物排出量
822g

（H28）
800g

（H29）
798g

（H30）

Aの
財源

　一般財源 2,999 533 461 461

　国庫支出金 0 0 75

予
算
額 補正予算 0 0

合計（A) 4,185 6,794

当初予算 4,185 6,794 11,729 11,317 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 29年度末

30年度末
（見込）

31年度前年度繰越 0 0

S46 E-mail

目指す姿

循環型社会の形成を推進するために、廃棄物の発生を抑制し、環境にやさしいライフスタイルを推進する。
成果目標　：　1人1日当たり一般廃棄物排出量　847g（H25年）→795g（H32年）
　　　　　　　　 産業廃棄物総排出量　4,341千t（H25年） → 4,358千t（H32年）

（主な実施内容：“チャレンジ800”ごみ減量推進事業、産業廃棄物３Rサポート事業など）

4-5 地球環境への貢献

事業番号 06 06 01 事業改善シート （31年度実施事業分） □当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

・廃棄物の発生抑制に向け、一般廃棄物については“チャレンジ800”ごみ減量推進事業により、食品ロ
スの削減、レジ袋削減等、県民への啓発に取り組んでいる。また、産業廃棄物については、排出事業
者への講習会等を開催するなど、事業者の意識高揚を図っている。
・長野県廃棄物処理計画（第４期）により減量化等の取組を推進している。

31年度予算額 11,317 千円

職員数 3.35 人

junkan@pref.nagano.lg.jp
総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 資源循環システム構築事業費
部局 環境部 課・室 資源循環推進課

実施期間

監査

決算特別委員会

県民協働による事業改善


